
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中能登中学校コミュニティ・スクール 

令和８年３月２６日 

第１１号 

中能登中学校 

学校運営協議会発行 

班回覧 

 
 
 

水谷内校長・竹下教頭から教職員アンケートや保護者アンケートの結果をもとに、生

徒の学校生活の様子や課題について、説明がありました。多くの項目で肯定的な回答が

見られる一方で、スマートフォンなど通信機器の使用時間の増加や家庭学習習慣の低

下、ＳＮＳをきっかけとしたトラブルなどが今後の課題として共有されました。 
 

学習支援活動では、家庭科の調理実習やミシン作業の授業に、たくさんの地域サポー

ターの方に参加していただき、生徒一人ひとりに寄り添った丁寧な指導を行っていた

だきました。委員の皆さんから、「専門的な知識を持つ地域人材の活用は、地域にとっ

ても、子どもたちにとっても、大変有意義なもの！今後も継続していってほしい！」と

の意見が出されました。 
 

また、部活動の地域展開についても報告があり、地域クラブの立ち上げや外部指導者

の協力など、地域と連携した取組が進められています。指導者不足や指導者負担の増

加、活動費や活動場所などの課題についても共有され、改めて地域全体で子どもたちの

活動を支えていく必要性が確認されました。 
 

今後もコミュニティ・スクールの取組を通して、地域 

の皆さんと一緒に、子どもたちの学びと成長を支えてい 

きたいと考えています。引き続き、ご理解・ご協力のほ 

ど、よろしくお願いします！ 

 

第３回 学校運営協議会を開催しました 2/13 

あなたも参加してみませんか? 
地域学校協働活動サポートでのボランティアを募集しています! 
年齢・性別・住所も問わず、特別な資格も不要です。教育やボランティア活動 
に意欲と関心がある方、｢私にも何かできる?｣と思われた方、お気軽にお問い 
合わせください。  

問い合わせ先 中能登町教育委員会(ラピア鹿島内) TEL 0767-76-1900 
※二次元コードから中能登町ホームページの「地域学校協働活動サポート 

人材バンク」のページに移動できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班回覧 

 
 

 

 

全国的に部活動の地域展開が進められる中、子どもたちの活動環境についてさまざまな声が聞かれ

ています。中能登町でも、指導者や関係者から次のような課題が挙げられています。 
 

●子どものスポーツ人口が減っている   ●文化部も含め、活動の受け皿が足りない 

●指導者の確保や育成が難しい      ●運動が得意な子だけが参加しやすい環境になりがち 

●保護者の送迎や当番などの負担が大きい ●用具代や遠征費など、家庭の経済的負担が大きい 

●学校・地域・団体の連携が十分ではない 
 

一方で「活動環境として、これからこんなことができたらいい」という声も多く聞かれています。 
 

●幼い頃からいろいろな活動を体験できる場  ●勝つことだけでなく、楽しむスポーツの機会 

●得意・不得意関係なく誰でも参加できる環境 ●子どもたちを支える指導者が育つ仕組み 

●指導者や保護者の負担を減らす仕組み    ●子どもから大人まで一緒に楽しめる場 
 

子どもたちにとって、「活動が楽しい！」と思える環境づくりは、学校・地域・家庭が一体となり、

構築していくことが重要だと考えています。地域全体で互いに手を取り合い、子どもたちの成長を支

えられる環境を整備できるよう、今後も協議を進めていきたいと思っています！！ 

 

 
 
 

  3 年生は「わらび餅」作りに挑戦しました。 

  食生活改善推進協議会さんにサポートしていただきながら８グループに分かれて作業をして、 

美味しいわらび餅が完成しました。 

生徒たちは自分たちで作ったわらび餅を試食し、「むっちゃ美味しい！」「これ、家でも作れ 

るかも☆」と、受験の合間にリフレッシュできたようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

食生活改善推進協議会の皆さん、ありがとうございました。 

 

調理実習でリフレッシュ！〈2/2～2/5〉３年生 

「どう守る?」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿西小学校コミュニティ・スクール 

 
 

笠松校長・西崎教頭から、今年度の取り組みとして「食育」や「異学年交流」などについて紹介があ

りました。「給食については、残量が昨年度と比べて約半分に減るなど、子どもたちが苦手なものにも

挑戦しようとする姿が見られるようになっています。また、大縄跳びや授業参観などを通した異学年交

流も進められており、上級生と下級生が関わりながら温かい関係を育んでいます。地域との連携による

教育活動も充実しており、読み聞かせやクラブ活動の支援をはじめ、地域の方によるリコーダー学習、

福祉体験、防災学習など、さまざまな場面で地域の力をお借りしています。こうした活動は、子どもた

ちが地域の人や社会と関わりながら学ぶ貴重な機会となっています。」との報告を受け、協議・学校評

価を実施しました。 
 

今後もコミュニティ・スクールの取組を通して、地域の皆さんとともに、子どもたちの学びと成長を

支えていきたいと考えています。引き続き、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします！ 

学校運営協議会発行 

班回覧 

令和８年３月２６日 

第１３号 

鹿西小学校 

 

 

「だれもが住みよい中能登町」がテーマの学習。

実際に高齢者の方と関わることで気にかけるこ

と、どのような遊びなら一緒に楽しくできるのか

ということを考えながら、ゲームや歌を企画し、

高齢者の皆さんとの交流を深めてきました。 

 

 

 

 

 

 

鹿寿苑の皆さん、ありがとうございました。 

 
 

初めてミシンを使う子どもたち。着物リメイク

会さんに糸の掛け方や、縫い方をサポートしても

らいながらエプロン制作をしました。サポートし

ていただいたおかげで素敵なエプロンが完成！！ 

 

 

 

 

 

 

着物リメイク会の皆さん、 

ありがとうございました。 

                        サポートしていただいた講師のみなさんには、 

いろいろな企画をしていただきました！ 

講師の皆さん、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班回覧 

 
 

今年度の感謝を込めて、２年生がすべてを企画した「ありがとうの会」を開催！ 

会の冒頭には、６年生代表児童から感謝と、「これからも鹿西っ子をよろしくお願いします！」の言

葉が述べられ、２年生へバトンタッチ！歌や楽器の演奏、大縄跳びの披露など、子どもたちの成長に拍

手が湧きました。グループ対抗のクイズ大会や全員参加型のレクリエーションも企画され、参加された

皆さんから「楽しかったわ～♪」「立派な２年生になっとるね」という言葉をいただきました！ 

 

 

 

 

 
 
 
 

災害に備えるものや、災害時に取るべき行動な

どを教えていただき、防災について深く学ぶこと

ができました。 

 

 

 

 

 

 

能登部上区防災士会の皆さん、 

ありがとうございました。 

 

 

琴についての説明や演奏、子どもたちへの弾き方

のレクチャーなど、一人ひとり丁寧に教えていただ

き、「さくら」が弾けるようになりました♪ 

 

 

 

 

 

 

415 会(よいこ)の上坂泰子さん、佐伯稚子さん、 

井田尚美さん、ありがとうございました。 

 
 

日本に住む外国人の人数や、国際姉妹都市との 

交流など、中能登町ではどのような国際交流の取 

組が行われているかお話していただきました。 

 

 

 

 

 

大湯章吉さん、ありがとうございました。 

 

 
 
 

地域サポーターの方に「昔あそび」を教えて 

いただきました。けん玉、コマ回し、おはじき、 

羽根つき、あやとりなど、たくさんの昔あそびを

体験することができました。 

 

 

 

 

西井真知子さん、窪田記代子さん、土本 登さん、

八十田和代さん、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥屋小学校コミュニティ・スクール 

学校運営協議会発行 

令和８年３月２６日 

鳥屋小学校 

第１１号 

班回覧 

 
 
 

干場校長・大橋教頭より保護者アンケートや児童アンケート、教職員アンケートの結果をもとに、

今年度の教育活動について説明がありました。全体的には学校と家庭、子どもたちとの関係について

評価が上昇している一方で、家庭での学習習慣や生活リズム、インターネットや SNS の利用に関す

る課題も共有されました。 
 

コミュニティ・スクールの取組としては、今年度の大きな事業である「創立１５０周年事業」をは

じめ、クラブ活動や授業、学校行事などで多くの地域サポーターの方にご協力いただきました。地域

サポーターによる専門的な指導や温かい見守りにより、子どもたちの学びや活動がより充実したもの

となっています。 
 

協議では、通学路の安全確保や「ながら見守り」の継続、プール清掃や除草作業などの環境整備の

ための地域ボランティアの協力について、意見交換が行われ、学校・地域が連携しながら、子どもた

ちが安心して学び、健やかに成長できる環境づくりを進めていくことを再確認しました。  
今後もコミュニティ・スクールの取組を通して、地域の皆さんとともに、子どもたちの学びと成長

を支えていきたいと考えています。引き続き、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします！ 

 
 
 

 

後期クラブ活動が終了！ 講師の皆さん、事前の企画から当日の指導まで、たくさんのことを 

学ばせていただき、ありがとうございました☆彡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ活動 〈1/20・2/10・3/10〉 4～6 年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班回覧 

 
 

 音楽の授業「日本の音楽に親しもう」では、中国から伝わる琴や尺八について学びました。 

また、実際に爪を付けて琴に触れる貴重な体験もし、音の美しさを感じることができました。子どもた 

ちからは「意外と簡単」「楽しいから、もう一度したい」など、嬉しい感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

上坂泰子さん、佐伯稚子さん、井田尚美さん、松田朗さん、ありがとうございました。 

 
 

 

 跳び箱が跳べるように、体操協会の北口さんに 

指導していただきました。子どもたちは一生懸命 

練習して、みるみる上達しました。 

 

 

 

 

 

 

北口昭二さん、ありがとうございました。 

 

  

 
 

初めてミシンを使う子どもたち。着物リメイク会の皆さんに糸の掛け方や使い方をサポートして 

もらいながらエプロン制作をしました。サポートしていただいたお陰でステキなエプロンが完成しま 

した。 

 

 

 

 

 

 

着物リメイク会の皆さん、ありがとうございました。 

音の美しさ感じる(^^♪ 〈1/15〉 ４年生・５年生 

初めてのミシンに挑戦！ 〈1/15～2/26〉 ５年生 

がんばるぞ！〈1/30～2/6〉 ２年生 
 

 

 

 小学校最後の行事である卒業式に向けて、歌

唱指導をしていただきました。3/１８の卒業式

では立派に歌い上げました。 

６年生、中学生になっても頑張ってね！ 

 

 

 

 

 

常陸純子さん、ありがとうございました。 

 

  

歌唱指導♫ 〈1/28～3/11〉６年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿島小学校コミュニティ・スクール 

令和８年３月２６日 
学校運営協議会発行 

第９号 

鹿島小学校 

 
班回覧 

 
 

「6 年生を送る会」を参観後、学校の教育活動やコミュニティ・スクールの取組について、報告・協

議を行いました。 

清水校長・高木教頭より、保護者アンケートや児童アンケート、教職員の自己評価などをもとに、今

年度の学校運営について報告がありました。児童アンケートでは「学校へ行くのが楽しい」と答えた児

童が約 9 割を占めている一方で、残りの児童への支援や、家庭学習時間の減少、スマートフォンやゲー

ムの利用時間の増加など、生活習慣に関する課題についても共有されました。 

また、コミュニティ・スクールの取組として、家庭科の裁縫やミシン、調理実習のサポート、音楽で

の琴の体験授業、マラソン大会の伴走や見守り、水泳学習での見守りなど、地域の方々の協力による多

くの教育支援活動が行われていることが紹介されました。地域の方々の支えにより、安全面を確保しな

がら、子どもたちにとって学びの深い授業につながっています。 

協議の中では、「ふるさと学習」をカリキュラムと結びつけた学びの充実や、体力テストでのサポー

トなどについて意見が出され、今後も学校と地域が連携しながら、子どもたちにとってよりよい学びの

環境づくりを進めていくことを確認しました。  

今後もコミュニティ・スクールの取組を通して、地域の皆さんとともに、子どもたちの学びと成長を

支えていきたいと考えています。引き続き、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします！ 

 

 
 

  正月あそびと昔のあそびの体験をしました。 

 正月あそびではけん玉、コマ回し、おはじき、羽根つき、あやとり、昔あそびでは紙飛行機、折り紙、

だるま落としなど、たくさんのあそびを体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

西井真知子さん、窪田記代子さん、木村弘美さん、八十田和代さん、ありがとうございました。 

 

昔あそびをしたよ～  〈1/15〉 １年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
班回覧 

 

 
 

初めてミシンを使う子どもたち。着物リメイク会のみなさんに糸の掛け方や使い方をサポートして 

もらいながらナップザック制作をしました。サポートしていただいたお陰でステキなナップザックが

完成しました。 

 

 

 

 

        着物リメイク会のみなさん、ありがとうございました。 

 
 

 音楽の授業で「日本の音楽に親しもう」で、中国から伝わる琴について色々学びました。 

また、実際に爪を付けて琴に触れる貴重な体験もし、音の美しさを感じることができました。子どもた 

ちからは「意外と簡単」「楽しいから、もう一度したい」など、嬉しい感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

415(よいこ)会の上坂泰子さん、佐伯稚子さん、井田尚美さん、ありがとうございました。 

 

初めてのミシンに挑戦！ 〈1/28～3/11〉 ５年生 

音の美しさ感じる 〈2/17〉４年生・５年生 

 
 

 地元産野菜を使った「めった汁」を作りました。 

煮干しで出汁をとり、大根、人参、さつまいも、ネギなどの切り方を教えていただき、とっても美味 

しいめった汁が完成しました。子どもたちは「めちゃくちゃ美味しかった！」「家で料理をしたことが 

無かったけど、包丁の使い方など丁寧に教えていただきました！」と感想が述べられました。 

 

 

 

 

 

 

食生活改善推進協議会のみなさん、ありがとうございました。 

 

地元産野菜を使って！ 〈2/17・2/19〉６年生 


